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保育サービス需要の持続的な拡大
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出所）総務省「労働力調査」

専業主婦と共働き世帯の推移（100万）

専業主婦世帯 共働世帯

• 共働き世帯が社会的な標準と
なっている時代

• 保育所は限られた家族の児童
福祉から普遍的な社会サービ
スとしての必要性

• 働き方改革に対応した新しい
人事マネジメントの必要性

• 利用者の多様なニーズに応え
る保育所経営の高度化



高齢化の進展で高まる介護サービス需要

• 今後四半世紀で300万人の高齢
者の増加見込み

• 日本の高齢者増加数の7割が
東京圏に集中

• 介護サービスの量的拡大と介護
施設の質的な向上へのニーズ

• 介護施設の経営力と人事管理マ
ネジメントの重要性

65歳以上人口の増加数(1000人）
2020 2045 増加数 (構成比％）

全国 36192 39192 3000 100
東京圏 9305 11423 2118 70.6
東京　 3215 4176 961 32.0
神奈川 2356 2923 567 18.9
埼玉 1980 2335 355 11.8
千葉 1754 1989 235 7.8
出所）社会保障人口問題研究所



保育所経営大学院コースの必要性

•保育所の規制改革で、認可保育所以外の多様な保
育サービス事業者の増加

•社内でのキャリア形成や地区マネージャ等の育成
には、一般企業と同様な経営知識が必要
①保育所利用者の多くがビジネス経験ある会社員
②社会的格差の大きな児童や人権問題への配慮
③リスク管理や保育所の経理・資金調達の必要性



主な開講科目と担当教員（予定、各2単位）
• 「社会保障政策論」八代尚宏（メリーランド大学博士）
• 「組織マネジメント論」高木俊雄（明治大学博士）
• 「リーダーシップ論」今井章子（ハーバード大学修士）
• 「事例研究法」小西雅子（ハーバード大学修士）
• 「財務会計」井出健治郎 (早稲田大学・東京医科歯科大学博士)
• 「人材育成とキャリア論」小森亜紀子（昭和女子大学博士）
• この他、ソーシャル・イノベーション論、対人関係構築論、臨床倫
理学、持続可能性と社会ビジネス、福祉社会特講等

• 既存の大学院科目（昼間）から「幼児教育研究」、「発達教育心理学
研究」、「臨床発達心理学研究」等の科目も履修可能。



保育・福祉施設経営コースの特色

•主として男女の社会人を対象
•修了者は大学院修士号を取得
•一年制コースを原則（複数年でも可能）
•大学卒以外の方にも個別相談で対応
•現場でのノウハウと教員がもつ経営理論との融合
•共同で保育現場のケーススタディーの蓄積
•アクティブ・ラーニング型の授業



仕事と勉学との両立支援

•授業は平日夜間（18時10分）と土曜日開講
•夏季・冬季休業期間には集中講義も予定
•オンライン授業との併用可能
•取得科目数に応じた学費（単位従量制）
•科目等履修生制度（入学前に単位のみ取得）
•入学希望者は受験相談が必修
•お問い合わせ先：hoikufukushi@swu.ac.jp
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